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論 文 内 容 の要 旨

本論文は､台湾における生涯学習と言結学習の歴史的展開について､エスニシティの自覚と台湾人

アイデンティティの意識との関連において論じたものである0

本論文は､以 Fのように3部､8章から構成されている｡

序論

第 1部 台湾における生涯学習と言語学習の意義

第 1肇 生涯学習における言語学習の位置

第 2肇 ｢ポストコロニアル｣の時代における言語教育と台湾人の意識構造-Pフレイレの

思想に留意しつつ

第 3章 台湾における生涯学習の歴史

第 4章 台湾における高齢者の生涯学習と ｢長青学宛｣

罪2郡 台湾における言蒔教育とェスニシティ､アイデンティティの問題

第 5軍 台湾にお.ける言語教育の歴史

第 6軍 言語と文化-エスニシティとアイデンティティの諸問題

第3部 台湾における各エスニyクグループの言語生活と言語意識

第 7葺 各エスニッククループにおける言語使用状況

第 8葺 ｢艮青学苑｣における言語学習の展開

上



縫括 グローバル化時代の台湾の生涯学習と言語学習の展望

第l部 ｢台湾における生涯学習と言語学習の意義｣では､フレイレの生涯学習理論を理論的枠組み

として暗まえた上で､生涯学習において言語学習が有する意義･役割について､台湾の閏有の歴史に

即して検討がなされた｡第 1章 ｢生涯学習における言語学習の位置｣では､17世紀のオランダ､スペ

インによる占領以来､外来政権に支配され､日本統治下においてはEl本語､国民党統治下においては

北京語が ｢国語｣として強要されてきたという台湾の歴史的状況､また原任民 (1994年以降の台湾に

おける法的名称､現在12族が認定されている)､関南人､客家人､本省人という4大エスニック'/ルー

ブが存在し､それぞれがその ｢母語｣を有するという文化的 .社会的状況が概観されている｡そして､

台湾において生産学習の中で言語学習がいかに重要な位置を占めるかという問題意治の接近が11され

ているC第2章｢rポストコロニアルJIの時代における語 教育と台湾人の意表構造-p.フレイレの
思想に留意しつつ｣では､ブラジルの教育者プレイレの惑字教育と対話教育による意義党旗､文化振

興の理論が台湾の言語状況において重要な示唆を与えることが指摘されている.弟3章 ｢台湾におけ

る生涯教育の歴史.においては､各エスニックグループの歴史的､社会的状況について,またR本統

治時代以来の社会教育政策の歴史について､及び高齢者教育を中心に台湾の生産学習の現況について

論じられている｡第4茸｢台帝における高齢者の生涯学習と r長青学苑J｣においては､とりわけ高
齢者の学習機関である ｢長背学苑｣における生涯学習の状況について論じられている｡

第2郡 ｢台湾における官幣教育とェスニシティ､アイデンティティの問箱｣では､台袴の言語教習

の歴史について､及び1987年 ｢城厳令解除｣以降の台湾における言誉吾的､文化的状況について輪じら

れているD第5章 ｢台湾における言語教育の歴史｣においてはー各外来政権下の言語教育史が概観さ

れ､さらに国民党政権下の戒厳体制時代の言語教育政笠､戒厳廃除以降の言語教育政策が論じられて

いる｡第6章 ｢言語と文化-エスニシティとアイデンティティの諸問題｣では､戒威令解除後の状況

における郷土語 運動､錬士文化運動､多元化 ･分権化 ･｢表土化 (台湾化)｣において特徴づけら

れる教育改革の展開､及びェスニyクグループのアイデンティティ復興の問題が論じられている｡ま

た､各エスニックグループのアイデンティティと同時に台湾人としてのアイデンティティが台頭して

きたことが示され､その意義が論じられているC

第3部 ｢台湾における各エスニックグループの言語生所と言語意鼓｣においてはー筆者の独自の調

査に基づく考察がなされているO第7章 ｢各エスニ･,クグループにおける語 使用状況｣では､質問

紙による各エスニックグループにおける言語の相通度､状況別の言語の使い分け､学びたい言語と学

びたい理由についての調査結果が考察される｡乗いLU･leになるほど国語常用者が多くなっていること､

外国語学習への意欲がグロー′<ル化の意払とともに高いこと等がそれにより明らかにされる｡自由回

答からは､国語と母語の学習､さらに外Eil語学習をいかに進めるべきかが台湾の人々の重要関心事で

あり､かっその方針については多様な見解があることが明らかになっている｡言語の問題の文化との
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関わり､エスニックグJL･-プ問の分裂と統一の問題との関わりに言及する事例も示されている.これ

ら調査結果は､主として､教育とマスコミによる ｢国語環境｣の形成､その中での高齢者世代の教育

機会を逸した人たちの立ち後れ､近年における本土化の動き､グt3-パル志向等の観点から解釈され

ている｡第8章 ｢r長青学苑｣における言語学習の展開｣においては､｢長青学苑｣における言語学習

の状況について､カリキュラムと履修状況の実態調査､受講生に対する聞き取り詞査の結果が示され､

考察がなされている｡高齢者の苦言吾学習意欲が高いこと､言語の中では､英語､口本譜､ついで国語

が多くの履修者を集めていること等が明らかにされる｡聞き取り調査からは言語政策､言語学習につ

いての様々な見解が明らかにされるが､中には家族とのコミュニケ-ショ./に困難を感じ､国語ある

いは母語を学んでいるという挙例も含まれている｡
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論 文 審 査 の結 果 の要 旨

本論文は､台湾における生徒学習と言語学習の歴史的展告別こついて､生涯学習論､祉会教育学､言

語教育政策､教育史等関係する諸分野の先行研究を膳まえっっ､ これを地合的に論じ､かっ質問紙調

査､聞き取り謂査によりその現在の状況を把握しようとする意欲的な試みであると言える.

第1部 ｢台湾における生涯学習と言語学習の意義｣､第 1葺 ｢生涯学習における言語学習の位置｣

では､長く外来政権に支配され､日本統治下においては日本語､国民党統治下においては北京語が

｢匡庸｣として強要されてきたという台湾の歴史的状況､また原住民 (台掛 こおける法的名称)､関南

人､客家人､本省人という4大エス.= ノクグループが存在し､それぞれがその ｢母語｣を有するとい

う文イヒ約 ･社会的状況が概朋されているoそして､台湾において､生涯学習の中で言語学習がいかに

重要な位選を占めるかという問題提起がなされていると言える｡第2章｢rポストコロニアルJの時
代における言語教育と台湾人の恵改構遁-P.フレイL,の思想に留意しつつ｣では､ブラジルの教育者

7レイレの誠字教育と対話教育による意孤覚醒､文化振興の理論が台湾の言語状況において重要な示

唆を与えることが指摘されているO第3輩 ｢台湾における生産教育の歴史｣においては､各エスニッ

クグループの歴史的､社会的状況について､また日本統治時代以来の礼金教育政策の歴史について､

及び高齢者教育を中心に台湾の生涯学習の現況について論じられているD第4蒙 ｢台湾における高齢

者の生涯学習と r長青学苑｣｣においてはとりわけ高齢者の学習機関である ｢長青学苑｣にわける坐

建学習の状況について論じられているn

以上､第 1部では､その固有の歴史的､社会的状況の考察から､台湾における生涯学習にあっては

言語学習､言語教育がきわめて重要な意義を持っという観点が示されている｡また､フレイレの生涯

学習理論を踏まえることにより､第2部で論じられる近年の言語問題を中核とする文イヒ道動､教育改

革運動を意識覚醒､文化振興あるいは復興の連動として意毒づける理論的視座を得ていると言える｡

第2部 ｢台湾における語 教育とエスニシティ､アイデンティティの問題｣では､台湾の言語教育

の歴史について､及び1987年 ｢戒厳令解除｣以降の台湾における言語的､文化的状況について論じら

れている｡第5章 ｢台湾における言語教育の歴史｣においては､各外来政権下の言語教育史が概観さ

れ､さらに国民党政権下の戒厳体制時代の言語教育政顎､戒厳解除以降の言語教育政領が論じられて

いる｡第6章 ｢言語と文化-エスニシティとアイデンティティの諸問題｣では､戒厳令解除後の状況

における郷土言語運動､郷土文化運動､多元化 ･分権化 ･｢本土化 (台湾化)｣において特徴つけら

れる教育改革の展開､及びェスこ,クグル-プのアイデンティティ復興の問笹が論じられている｡ま

た､各エスニックグループのアイデンティティと同時に台湾人としてのアイデンティティが台頭して
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きたことが示され､その昔義が論じられているQ

以上､第2部においては､言語教育史を踏まえた上での成威令解除以降の言語運動､文化運動の意

義づけが試みられ､国語強制から郷土言語電視へという政策的､社会状況的展開が明確にされている｡

あわせてそれがエスニックグルー7のアイデンティティと文化の復興運動として展開されていること

が論じられている｡

第3部 ｢台湾における各エスニックグループの言吉富生活と語 意識｣､第 7章 ｢各エス二･yクグルー

プにおける言語使用状況｣では､質問紙による各エスニック9'ループにおける言語の精通皮､状況 別

の言語の使い分け､学びたい言吉吾と学びたい理由についてのtJg査結果が考'#される｡若い世代になる

ほど国王君常用者が多くfiること､外国語学習への貰欲がグローバル化の意識とともに高いこと等がそ

れにより明らかにされる.自由回答からは､国語と母語の学習､さらに外国語学習をいかに進めるべ

きかが台湾の人々の重要関心事であり､かつそこに多様な見解があることが明らかにされている｡言

語の問題の文化との関わり､エスニックグループ問の分裂と統一の問題との関わりに言及する事例も

示されている｡これら調査結果は､主として､教博とマスコミによる ｢国語環境｣の形成､そのrfTで

の高齢者世代の特に教育棟会を過した人々の立ち後れ､近年の本土化の動き､グローバル志向等の観

点から解釈されている｡第8章 ｢r長青学宛い こおける言語学習の展開｣においては､｢B:青学宛｣に
おける言語学習の状況について､か)キュラムと履修状況の実態調査､受訴生に対する聞き取り閃査

による結果が示されているU高齢者の言語学習意欲が高いこと､言語のTrlでは､兵籍､日本語､つい
で国語が多くの履修者を幾めていること等が明らかにされる｡任円さ取り調査からは､言語政策､言語

学習についての様々fi見解が明らかにされるが､TTlには家族とのコミ.1ニケーションに困難を感じ､

国語､あるいは郷土言語を学んでいるという事例も見られる｡

以上､第3部は､台湾における言語生活状況､言語意識についての実態調査として､重安な資料で

あると言える｡解釈の視点も､弟1部､第2部の考察を曙まえ､明確である｡また､特に家族内で使

用言語が異なるためコミュニケーションの困難が生じているという現実が浮き彫りにされていること

は､台湾における高齢者の言語生活状況の特徴を示すものとして惹義雄いと言える｡

台湾においては､国語以外の言語にも関わる教育､生涯学習は､従.･'てそれらを主題とする研究は､

戒威令解除後に初めて本格的に可能となった｡そのような研究状況の中で､本論文は､この分野の現

時点における総括的研究の意味を持つものとして評価できるものであるOまた､台湾の生涯学習の今

後の展開について､あるいは言語生活状況､詞 意識のさらに詳 しい実態やその今後の変化について､

本論文は､筆者の研究の発展を期待させるものである｡従って､本審査委員会は､許答敏を本学博士

(文学)の学位を授与するに十分な資格を有するものと判断する｡
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